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１ ． 会長就任のご挨拶

岩崎 学（ 成蹊大学）

会長選任の一連の手続き を経て， 2015年６ 月の

理事会にて正式に日本統計学会会長に選出さ れま

し た． こ の手続き の間， 選挙の投票用紙に私の名

前を書いていただいた方が大勢いら っし ゃったこ

と に思いを寄せ， 選挙の重要性を改めて認識する

と 共に， その方々のご期待に応える 責任を感じ て

いま す． 長い歴史のある 日本統計学会を， 中野純

司理事長およ び理事・ 監事・ 代議員の皆さ んと 共

に２ 年間運営し ていく 所存です． 会員諸氏のご協

力をお願い申し 上げま す．

日本統計学会はこ れま で， 主と し て経済分野そ

し て数理分野の研究者を中心に発展を遂げてき ま

し たが， 特に最近， ICT 技術の飛躍的な発展にも

後押し さ れ， その守備範囲をさ ら に広範に広げつ

つあり ま す． その背景に

は， 各種データ を国民の

共有財産と みなし ， その

活用を推進し よ う と する

官公庁の姿勢の変化も 見

逃すこ と はでき ま せん．

Google の チ ーフ エ コ

ノ ミ ス ト の Hal Varian は

「 統計家はセク シー・ ジョ ブ」 と いい， その言葉

が一躍有名になり ま し た． セク シーなどと いう 表

現は思いも よ ら なかった統計家と し ては， あちこ

ちでこ の言葉を喧伝し てき ま し た． 実は Varian は，

それに続く フレ ーズで「 データ を取り ， それを理

解し ， 解析し ， そこ から 価値を見出し ， 視覚化し ，
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人に伝える 力， こ れら は， 今後何十年にも わたっ

て極めて重要なス キルと なる ． それは， 専門家だ

けでなく ， 小中学校や高校の生徒から 大学の学生

と いっ た教育現場でも し かり ．」 と も 述べていま

す． ま さ にこ れは， 現在の統計学の置かれている

状況を言い表し ている のではないでし ょ う か． 私

は， 自分の講演で，「 セク シー」 に加えてこ のフ

レーズも 忘れずに付け加えてき ま し た．

2013年 は 国 際 統 計 年（ International Year of 

Statistics） でし たが， それに呼応する かのよ う に，

統計学が一躍社会の注目を集めた年であり ま し た．

そし てそれは現在でも 続いていま す． データ サイ

エンティ ス ト なる 言葉が世間を賑わし ていま すが，

その根底にあ る のはやはり 統計学です． し かし

「 統計学」 の意味する と こ ろは以前のそれではあ

り ま せん． 日々刻々変化する 社会の動き に連動し

た変化も 必要ですし ， それは日本統計学会にも 言

える こ と です．

日本統計学会は， 統計関連学会連合大会の一環

と し ての年次大会や３ 月の春季集会などの学術集

会の開催， 各種国際会議などの後援， 学術雑誌の

発行， Springer-JSS Research Series in Statistics など

の出版企画など， 多く の事業を行っていま す． 特

に， 2011年に開始し た統計検定は， 当初年１ 回実

施だったも のが年２ 回実施と なり ， 受験者も 増加

の一途をたどり ， 順調な発展を見せていま す． 今

後も こ れら の活動を積極的に進める と 共に， 上述

のよ う にその果たすべき 新し い役割をも 見据えて

活動し てま いり ま す．

社会から の期待に応えら れる よ う な学会と なる

よ う ， 皆さ んと 共に歩んで行き ま す．

会長略歴

岩崎 学（ いわさ き ま なぶ） 理学博士

現職： 成蹊大学理工学部教授．

1952年12月： 静岡県浜松市生ま れ．

1977年３ 月： 東京理科大学大学院理学研究科数学

専攻修士課程修了．

茨城大学工学部情報工学科助手， 防衛大学校数学

物理学教室講師・ 助教授を経て1993年４ 月よ り

成蹊大学に勤務．

1997年４ 月： 成蹊大学教授， 現在に至る ．

研究分野： 統計的データ 解析の方法論と 応用

２ ． 会長退任のご挨拶

国友 直人（ 東京大学）

2013年６ 月から ２ 年間が経ちま し たが， こ の間，

理事長や庶務理事をはじ めと し て学会でのボラ ン

ティ ア活動を行っている 方々の好意に支えら れな

がら ， 無事に会長と し ての任期を終える こ と が出

来ま し た． 元来はど ちら かと いう と 経済・ 経営・

金融などのかなり 限定さ れている 分野における 統

計学の理論と 応用に関心がある 私ですが， こ の間，

日本統計学会に属する 様々な研究教育の領域を専

門分野と する 方々と 接する う ちに， 以前に比べる

と 日本の統計学の研究・ 教育の実情をよ り 広く 理

解する と と も に， 日本における 統計学の現状と 課

題についても 考えさ せら れる こ と が多かった２ 年

間でし た．

こ の間に参加し ている 日本学術会議の統計関係

の会合などでも 時々は議論さ れてはいま すが， ご

承知のよ う に日本における 統計学の高等教育・ 研

究体制を整備する 必要性については， 広く 認めら

れる よ う になり つつあり ま す． し かし ， よ り 具体

的に日本が先進国と 呼ばれる のにふさ わし い水準

の高等教育・ 研究組織を整備し ポス ト を拡大する

こ と の困難さ は， 従来にも 増し て大き い， こ と を

痛感さ せら れる こ と も あり ま し た． その中で学会

での活動と し て一見する と 地道ではあり ま すが，

対外発信の一つの場と し て「 JSS-Springer シリ ー

ズ書籍」 の企画，「 統計検定」 やイ ンタ ーネッ ト

によ る 統計教育「 JMOOC」 等の社会貢献の推進，
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などの学会活動に力を入れてき たつも り です． 後

者については特に竹村彰通前会長をはじ めと し て

多く の会員の方々が現在も 大き な貢献を続けてい

ま すが， 世間的にはよ う やく を統計教育の重要性

が認知さ れつつある 中， 今後， 日本統計学会の会

員がさ ら に協力し ， 力を入れて貢献すべき 事項で

ある と 考えま す． ま た， 日本の中学・ 高校の教育

内容における 統計学の役割が増大し ている こ と ，

「 Data Analysis」 の必要性や「 Big-Data」 の統計分

析の重要性がし ばし ば述べら れている こ と に象徴

し ている ビジネス 界での統計学の役割が増大し て

いる こ と ， などは統計学に関係する 我々には歓迎

すべき 動向です． こ のこ と は同時に， こ う し た課

題に日々かかわっている 統計教育， 計算統計やビ

ジネス 統計教育の方々を含め， 社会における 日本

統計学会の役割が今後ま すま す重要になって行く

こ と を意味し ， 学会と し て積極的に取り 組んでい

く べき 問題と 思われま す．

こ のよ う に私の学生の頃， すなわちかなり 昔に

比べる と 統計学に対する 世間一般の雰囲気が近年

では劇的に変化し ていま す． その中にあって他方

で統計学の研究面では， 以前から 「 研究における

流行（ フ ァ ッ ショ ン）」 と いう 言葉が示すよ う に

fashionable な分野で fashionable な研究を行う ， こ

と が特に国際的活動では重視さ れていま す． 流行

の分野で流行の研究テーマについて研究し ， 結果

を出さ ないと 評価さ れにく く 就職も 厳し いと いう

研究者が直面する 現実に接し ， あえても う 少し じ 

っく り と 研究・ 教育に取り 組みたいと 考えて今の

職場を選んだ記憶を思い起こ し ま す． 当然ですが

教育の世界， ビジネス の世界， さ ら に学問の世界

でも ， 何かが流行する にはそれなり の理由があり

ま すが， し ばら く 時間が経過し て一過性の流行が

過ぎ去った後には本当に良いも のが残る こ と にな

る ， と 云う のが経験から 学んだ教訓です． 多く の

研究者にと っては本来の研究活動と 教育活動への

資源配分のバラ ンス がよ り 難し く なっている 中，

日本統計学会が長い目で見て本当に良い成果を挙

げる よ う な場， と し ての役割を果たし ていく 重要

性も ま すま す高ま る と 思われま す．

今後はま た日本統計学会の一会員に戻り ま すが，

皆様方と と も に「 研究， 教育， ビジネス などの面

で社会に貢献でき る 統計学」 についてご一緒に考

え， 行動し てゆければ幸いです．

３ ． 理事長就任のご挨拶

中野 純司（ 統計数理研究所）

こ のたび伝統ある 日本統計学会の理事長に任命 

さ れま し た． 個人的には青天の霹靂と も 言う べき

事態でし た． 歴代の理事長は錚錚たる メ ンバーで

あり ， わたし がその方々の末席を汚すこ と などと

ても 信じ ら れま せんでし た． し かし ながら 選んで

いただいた以上， 微力ながら も こ れま での理事長

に近づく べく 役割を果たさ ないと いけないと 気を

引き 締めており ま す． 岩崎会長， 理事， 監事， 代

議員， 会員の皆様のお力を借り て， ２ 年間， 日本

統計学会の運営に精一杯尽力し たいと 考えていま

す．

統計学は「 データ を扱う 科学」 であり ， データ ，

その扱い方， 目的には時代背景， 技術， 必要性に

し たがって非常に幅広いアプロ ーチがあり ま す．

そのため， 日本統計学会会員の所属も 興味も 多種

多様です． し かし ながら それら の中には多く の共

通の「 統計的な考え方」 がある こ と も 明ら かです．

そし てそれら は社会にと

っても 非常に有用なも の

である にも 関わら ず， 日

本における 認知度は諸外

国に較べて低い状況です．

ま た， 日本人研究者によ

る 多数の質の高い研究成

果がある にも 関わら ず，

日本から の情報発信（ 特
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に日本発の学術誌によ る も の） は十分と は言えま

せん． 最近， ビッ グデータ の重要性が広く 認識さ

れ， それに伴い統計学にも 高い関心が寄せら れて

いる こ と は確かです． ただビッ グデータ に関し て

は「 データ を扱う 技術」 の側面の強いコ ンピュ ー

タ 科学が「 因果関係はも はや考慮する 必要はなく ，

相関さ え考えればよ い」 と か「 ビッ グデータ があ

れば比較的簡単なアルゴリ ズムで十分な予測がで

き る 」 と いう 考えを標榜し 華々し い成果をあげて

おり ， よ り 注目さ れている と 言ってよ いと 思いま

す．

こ のよ う な状況においてわれわれは統計学をよ

り 発展さ せる と と も に， その考え方を社会に正し

く 還元し てゆく 必要があり ま す． そのために日本

統計学会は何をする べき でし ょ う か． ま ず， 統計

学研究のレ ベルをいろいろな方向に高める ための

場を提供する こ と です． 学問も 人間がやる も ので

すので統計学関係者のロ ーカルな切磋琢磨の場は

重要です． それが第一義的な日本統計学会の役割

でし ょ う ． こ のためにはよ り 良い議論の場（ 研究

集会， 学会誌） を提供する こ と ， それら の国際化，

などが必要です． 特に国際化は重要で， 国際語で

ある 英語の利用や近隣諸外国の学会と のこ れま で

以上の協力を行わねばなり ま せん． ま た現在では

科学においても 商用化や分野間の競争を免れる こ

と は難し く なっていま す． 必要な研究体制を維持

する ためにも ， こ れま での優れた部分を守り なが

ら も 新し い工夫を行う こ と が必要でし ょ う ． さ ら

に日本社会の中での統計学のプレ ゼンス を高める

必要があり ま す． そのために日本統計学会ではこ

れま で関係者の多大な努力によ り 義務教育におけ

る 統計学の復権， 統計検定の実施などを実現し て

き ま し たが， こ の動き は引き 続き サポート する 必

要があり ま す．

統計学は科学にと っても （ 日本） 社会にと って

も 必要不可欠なも ので， よ り 高度化し 認知度を高

める 必要があり ま す． そのための日本統計学会の

活動に会員の皆様の積極的なご参加をどう かよ ろ

し く お願いいたし ま す．

理事長略歴：

中野 純司（ なかのじ ゅ んじ ） 理学博士

1955年７ 月： 徳島県徳島市生ま れ．

1980年３ 月： 東京大学大学院工学系研究科計数工

学専門課程修士修了．

徳島大学工業短期大学部助手， 埼玉大学大学院政

策科学研究科講師， 一橋大学経済学部助教授を

経て1998年４ 月よ り 統計数理研究所教授， 現在

に至る ．

研究分野： 時系列解析， 計算機統計学

４ ． 理事長退任のご挨拶

鎌倉 稔成（ 中央大学）

2013年３ 月， 学習院大学での社員総会で， 予期 

し ていなかった理事長職が回ってき てから 早２ 年

が過ぎ， あっと いう 間に退任の時期がやってき ま

し た． その仕事において最も 大変なこ と は， 理事

会のメ ンバーの選定（ いわゆる 組閣人事） です．

こ れがう ま く 行けば， 半ばう ま く いったも 同然で

ある と いわれてき ま し たが， ま ったく その通り で

ある こ と を肌で実感し ている 次第であり ま す． 私

は幸運にも メ ンバーに恵ま れ， 多く の人に協力を

仰ぎ， ま た自主的に日本統計学会の運営に参加し

ていただき ま し た． こ の場をお借り し て感謝の意

を述べたいと 思いま す．

就任の挨拶のと き に，「 理事会の中にふたつの

臨時委員会を作り つつあり ま す． そのひと つは専

門書， 啓蒙書， 教科書を出版企画し ， も う 一方は，

産学連携推進のための委員会です． そし て前理事

長から 引き 継ぎ， 新し く 国際担当の理事を置く こ

と と し ま し た． 学会の国際化はこ れから の学会に

必要不可欠です．」 と 書いていま すが， ま ずま ず

の成功を収めている と 評価し ており ま す． 出版・
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企画の部門において， 最も アク ティ ブに進んでい

る のは， 統計検定に関わる も のであり ， 統計テキ

ス ト の出版の品質を高める う えで大き な成果をあ

げている と 考えていま す． ま た， 前理事長から の

置き 土産であり ま し た， 統計百科事典の翻訳も こ

のほどよ う やく 出版委員会の仕事と し て始める こ

と と なり ， ま だま だ会員の皆様には協力をお願い

し なければなり ま せん． どう ぞよ ろし く お願いし

ま す．

次年度は， こ れま で国際担当の理事と し てご活

躍いただいた中野理事が， 私の後を受け継ぎ理事

長職を引き 受けら れま し たので， ま すま す学会の

国際化を進展し ていただける と 確信し ており ま す．

こ の夏の連合大会では， 企画セッ ショ ン と し て

CSA-KSS-JSS joint international session を開催する

と のこ と です． 北米における JSM のよ う に， ア

ジア地区における 統計連合国際会議を定期的に持

ち， アジアのス テイ タ ス を世界に示すためには，

こ のよ う な小さ な企画であっても ， 継続的に連携

する こ と が必要である と 考えていま す． ただ， 非

常に難し いのは， 招聘者旅費等の工面の問題です．

理想的には， 参加者が自主的に自費で参加し たい

と いう ， 魅力ある 国際会議にする こ と です． それ

には， 大学教員や研究者と いう アカデミ アだけで

なく ， 統計を使って仕事をする 会員を増やし ， 教

育や実務に必要な統計情報や就職情報を公開し ，

統計分野全体と し て学問的にも 経済的にも 豊かな

分野にする こ と だと 思いま す．

始めにも 申し ま し たが， 理事長の仕事でも っと

難し く ， 大変なこ と は会員や理事の有用な力をい

かに融合的にご提供いただける かに大き く 依存し

ていま す． その意味で， 私はこ の２ 年間， 十分に

皆様のご協力を得る こ と ができ たと 感じ ていま す．

あり がと う ございま し た． ま だ， 残っている 仕事

も あり ま す． 今後と も よ ろし く お願いし ま す．

５ ． 第20回日本統計学会賞について

前日本統計学会長 国友 直人（ 東京大学）

［ 1］ 受賞者氏名： 久保川 達也 氏

略歴： 1982年 筑波大学第一学群自然学類卒業，

1987年 筑波大学大学院博士課程数学研究科修了

（ 理学博士）， 1987年 筑波大学数学系助手， 1989

年 東京大学工学部計数工学科講師， 1994年 東京

大学経済学部助教授， 1996年 東京大学大学院経

済学研究科助教授， 2001年 同 教授（ 現在に至る ）

授賞理由： 久保川達也氏は統計的推測の分野で幅

広く 活躍さ れ， 特に縮小型推定， 小地域推定， モ

デル選択， 逐次解析などの問題群に対し て統計的

決定理論の枠組みから 接近し 顕著な業績を挙げた．

特筆すべき 業績と し て， ２ つの推定量のリ ス ク 関

数の差を積分表現する と いう IERD 法がある が，

その扱いやすさ から 多様な推定問題に応用可能で

あり ， 推定量を改良する 上で非常に強力なツール

と なっている ． ま た， 高次元多変量解析や小地域

推定などの応用を通じ て縮小型推定法の有用性を

示し たも のも あり ， 理論と 応用の両面から 縮小型

推定手法の世界を深め広げてき た点は評価さ れる ．

さ ら に， 日本統計学会理事や会報担当理事， 欧文

誌編集委員長などを歴任し ， 若手統計学研究者の

育成にも 尽力さ れてき た．

同氏のこ のよ う な統計学界の発展及び普及に対

する 多大な貢献は， 日本統計学会賞にふさ わし い

も のである ．

主要業績：

［ 1］ Admissible minimax estimation of a common 

mean of two normal populations. Annals of Statistics, 

1987, Vol.15, 1245-1256.

［ 2］ The Stein paradox in the sense of the Pitman 

measure of closeness. Annals of Statistics, 1989, 

Vol.17, 1375-1386. Coauthored with P.K. Sen and 

A.K.Md.E. Saleh.

［ 3］ A unified approach to improving equivariant 
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estimators. Annals of Statistics, 1994, Vol.22, 290-299. 

［ 4］ Estimation of the precision matrix of a singular 

Wishart distribution and its application in high 

dimensional data. Journal of Multivariate Analysis, 

2008, Vol.99, 1906-1928. Coauthored with M.S. 

Srivastava.

［ 5］ Conditional and unconditional methods for 

selecting variables in linear mixed models. Journal of 

Multivariate Analysis, 2011, Vol.102, 641-660.

［ 2］ 受賞者氏名： 美添 泰人 氏

略歴： 1969年 東京大学 経済学部 経済学科 卒業，

1975年 東京大学大学院経済学研究科 博士課程 修

了， 1978年 Harvard University, Graduate School of 

Arts and Sciences 修了（ Ph.D.）， 1978年 立正大学

経済学部 講師， 助教授， 教授， 1992年 青山学院

大学 経済学部 教授， 2015年 青山学院大学経営学

部プロ ジェ ク ト 教授， 2015年 青山学院大学名誉

教授； 1994年 経済企画庁 景気基準日付検討委員

会委員（ 現在に至る ． 1999年 景気動向指数研究

会に改称， 2001年 内閣府 経済社会総合研究所に

移管）， 1996年 統計審議会委員（ 2003年ま で），

2005年 統計審議会会長（ 2007年ま で）， 2007年内

閣府統計委員会委員（ 2009年ま で）； 1994年 日本

統計学会 理事長， 2009年 日本統計学会会長

授賞理由： 美添泰人氏は， 多年にわたり ， 経済統

計の研究と 実務の両面に尽力し た． と り わけ， ミ

ク ロ データ によ る 実証研究およ びその背景をなす

理論研究は， 諸外国に比べて立ち遅れていたこ の

分野の研究を促進する 原動力と なった． ま た， こ

れら の研究面での成果を， 公的統計改革において

実地に活用する こ と によ って， わが国の公的統計

の整備・ 発展に大き く 貢献し た． さ ら に， 大学間

連携共同教育推進事業「 データ に基づく 課題解決

型人材育成に資する 統計教育質保証」 の代表校の

担当者と し て， 統計教育の質向上に取り 組んでい

る ． 日本統計学会理事長およ び会長と し て， 学会

の法人化など， 学会運営の安定化・ 円滑化にも 注

力し た．

美添泰人氏の統計学の発展及び普及に対する 多

面な貢献は， 日本統計学会賞にふさ わし いも ので

ある ．

主要業績：

［ 1］ 美添泰人（ 2012）「 統計制度改革の意義と 今

後の課題」『 日本統計学会誌』 第41巻シリ ーズ J 

337-340ページ．

［ 2］ Yoshizoe, Y.（ 2011）， “Economic Statistics,” in: 

Lovric, M., ed.（ 2011）， International Encyclopedia 

of Statistical Science, Springer, pp.417-421.

［ 3］ 美添泰人（ 2011）「 公的統計における 頑健統

計学の利用と 景気動向指数」『 景気と サイ ク ル』

第51号 81-97ページ．

［ 4］ 美添泰人・ 元山斉・ 古隅弘樹（ 2009）「 法人

企業統計データ を利用し た地域経済活動指数作成

の試み」『 統計数理』 第57巻 305-329ページ．

［ 5］ 美添泰人（ 2001）「 小地域統計の推定手法と

応用」『 経済研究』 第52巻 231-238ページ．

［ 6］ Yoshizoe, Y.（ 1991）， “Leverage Points in 

Nonlinear Regression Models,” Journal of Japan 

Statistical Society, 21, pp.1-11.

６ ． 第11回日本統計学会統計教育賞について

前日本統計学会長 国友 直人（ 東京大学）

［ 1］ 受賞者氏名： 独立行政法人統計セン タ ーに

おける 教育用擬似ミ ク ロ データ の開発チーム（ 代

表： 山口 幸三氏）

略歴： 2009年 教育用擬似ミ ク ロ データ の開発を

開始， 2010年 作成方法を 検討し ， 学会等を 通じ

て意見等の聴取， 2011年 作成方法を 確定し ， デ

ータ を作成， ８ 月に試行提供を開始．

授賞理由： 開発チームは， 以下に述べる 本データ

の特徴及び利活用の実績から ， 日本における 統計

教育発展への多大なる 貢献に加え， 統計教育の高
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度化に資する も のと なっており ， 高く 評価する こ

と ができ る ．

１ ． 個票データ （ 調査票情報） から 集計し た高次

元のク ロ ス 集計表を基に擬似的なミ ク ロ データ を

作成し ， 原データ に近い集計表や統計量が復元で

き る よ う にし た．

２ ． こ のため， 従来の調査票情報や匿名データ で

は困難であった大学の大規模授業における 統計教

育演習でのミ ク ロ データ 使用が容易になっ た．

2011年８ 月の試行提供開始以来， 多く の大学で実

際に利用さ れている ．

３ ． SAS， SPSS， R 等の統計パッ ケージを用いた

コ ンク ールや講習会へのデータ 提供も 積極的に行 

っている ．

４ ． 本データ の開発方法は，「 公的統計の整備に

関する 基本的な計画」（ 平成26年３ 月） に記さ れ

た「 一般用ミ ク ロ データ 」 の基礎と なる も のであ

り ， 今後さ ま ざま な統計コ ンテンツに活かさ れる

こ と によ り 国民の統計への関心を飛躍的に向上さ

せる 可能性を有し ている ．

山口氏を代表と する チームのこ れら の活動は統

計教育のこ れから の発展に大き く 貢献する も ので

あり ， 統計教育賞にふさ わし いも のである ．

主要業績：

①山口幸三， 伊藤伸介， 秋山裕美（ 2013）「 教育

用擬似ミ ク ロ データ の作成－平成16年全国消費実

態調査を 例と し て－」，『 統計学』 第104号， 経済

統計学会， PP.1-15.

②秋山裕美， 山口幸三， 他（ 2012）『 教育用擬似

ミ ク ロ データ の開発と その利用－平成16年全国消

費実態調査を 例と し て－』（ 独立行政法人統計セ

ンタ ー製表技術参考資料16）

③山口幸三， 他（ 2012）「 教育用擬似ミ ク ロ デー

タ の提供における 現状と 課題について－アンケー

ト 結果を 踏ま えて－」， 2012年度統計関連学会連

合大会， 平成24年９ 月９ 日～12日， 北海道大学

④ 伊 藤 伸 介（ 2013）「 Development of Synthetic 

Microdata for Educational Use in Japan」， IASE ／

IAOS（ ISI サテラ イ ト 会合）， 平成25年８ 月22日

～24日， マカオ

［ 2］ 受賞者氏名： 峰野 宏祐 氏

略歴： 2009年 静岡大学教育学部卒業， 2011年 横

浜国立大学大学院教育学研究科修了， 2011年 神

奈川県立柏陽高等学校教諭， 2013年 東京学芸大

学附属世田谷中学校教諭（ 現在に至る ）

授賞理由： 峰野氏は， 近年統計教育の分野でも 注

目さ れている モデリ ングに関する 研究を大学院生

時代から 精力的に行っている ． 特に， 数学的モデ

リ ングの指導における ，「 たたき 台→修正」 を 軸

と し たモデルの構築過程に焦点を当て， その発想

を統計手法の導入場面の指導に活かす方法につい

て取り 組んでいる ． ま た， 統計教育方法論ワ ーク

ショ ッ プや科学教育学会等において， 生徒の中に

ある 統計に関わる 素朴な概念を表出さ せ， それら

を目的に応じ て定式化し ていく 指導法の提案やそ

の発想を軸にし た統計教育カリ キュ ラ ムについて

の検討結果を発表する など， その成果を発信し ，

多く の先生方と 共有し ており ， 今後の統計的な概

念の定着や統計的なモデリ ングを取り 入れた統計

教育の推進に大き な役割を果たし てき ている ．

峰野氏のこ れら の活動は統計教育のこ れから の発

展に大き く 貢献する も のであり ， 統計教育賞にふ

さ わし いも のである ．

主要業績：

① Kosuke Mineno, Yuka Nakamura, and Tomoyoshi 

Ohwada（ 2012）．  Ch a r ac t e r i za t i o n  o f  t h e 

intermediate values of the triangle inequality. 

Mathematical Inequalities & Applications volume15, 

pp.1019-1035.

②冨田真永・ 峰野宏祐（ 2013）．「 ファ ース ト フー

ド のポテト の重量を比較し よ う 」． 柗元新一郎 編

著『 統計指導を極める 』． 明治図書． pp.138-141．

③峰野宏祐・ 冨田真永（ 2014）．「 中・ 高等学校に

おける 統計領域の系統案に関する 一考察－生徒の

問いと ， そこ から 生じ る 活動に焦点を当てて－」．

日本数学教育学会誌96（ 1）． pp.60-63．

④峰野宏祐・ 冨田真永（ 2014）． 要約統計量・ グラ

フ表現を関連づけた四分位数・ 箱ひげ図の指導に

ついての研究． 統計教育実践研究． 5． pp.119-124．
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⑤峰野宏祐（ 2014）．「 数学的モデリ ングの授業実

践における 検討課題に関する 事例的考察」． 第38 

回日本科学教育学会年会論文集． pp.41-44．

⑥峰野宏祐（ 2015）． 数学モデリ ン グ教材「 桜の

開花予想」 の統計的観点によ る 一考察． 統計教育

実践研究． 6． pp.163-168．

７ ． 第９ 回日本統計学会研究業績賞について

前日本統計学会長 国友 直人（ 東京大学）

［ 1］ 受賞者氏名： 加藤 昇吾 氏

略歴： 2003年 慶應義塾大学理工学部数理科学科

卒業， 2007年 慶應義塾大学大学院理工学研究科

基礎理工学専攻博士課程修了（ 博士（ 理学）），

2007年 慶應義塾大学大学院理工学研究科特別研

究助教， 2008年 統計数理研究所予測発見戦略研

究セン タ ー特任研究員， 2009年 統計数理研究所

数理・ 推論研究系助教， 2014年統計数理研究所数

理・ 推論研究系准教授， 現在に至る ．

授賞理由： 加藤昇吾氏は， 統計学関連の影響力の

大き い学術誌上に論文を多数出版し てき ている ．

氏は， 主たる 研究と し て， 方向統計学の分野にお

いて円周上， シリ ンダー上， ト ーラ ス 上の新し い

分布を多数提案し ， 分布の詳し い性質を調べてき

た． 円周上の分布においては， 単位円周から それ

自身への変換である Möbius 変換の角度分布への

利用についていく つかの研究を 行い， 一つには

von Mises 分布に従う 確率変数を Möbius 変換し て

得ら れる 分布の性質を詳し く 論じ ， 回帰や確率過

程への応用と いう 道を切り 開いた． ま た， 巻き 込

み Cauchy 分布の一般化に成功し ， 和に関し て再

生性を も つ新し い非対称分布を 提案し た． 氏は

Möbius 変換を ト ーラ ス 上の分布の構成において

利用する 研究も 行っており ， 氏の研究対象は拡が

り をも って本分野に大き く 影響を与えている ． 以

上の通り ， 加藤氏の業績は， 方向統計学の分布論

の分野における 発展に大き く 貢献し ており ， 日本

統計学会研究業績賞と し て顕彰する に相応し いも

のである ．

主要業績：

［ 1］ Kato, S.（ 2010）．  A Markov process for circular 

data. Journal of the Royal Statistical Society: Series B

（ Statistical Methodology）， 72, 655-672.

［ 2］ Kato, S. and Jones, M.C.（ 2010）．  A family of 

distributions on the circle with l inks to,  and 

applications arising from, Möbius transformation. 

Journal of the American Statistical Association, 105, 

249-262.

［ 3］ Kato, S. and Jones, M.C.（ 2013）．  An extended 

family of circular distributions related to wrapped 

Cauchy distributions via Brownian motion. Bernoulli, 

19, 154-171.

［ 4］ Kato, S. and Jones, M.C.（ 2015）．  A tractable 

and interpretable four-parameter family of unimodal 

distributions on the circle. Biometrika, 102, 181-190.

［ 5］ Kato, S. and Pewsey, A.（ 2015）．  A Möbius 

transformation-induced distribution on the torus. 

Biometrika, doi:10.1093/biomet/asv003.

［ 2］ 受賞者氏名： 黒住 英司 氏

略歴： 1992年 一橋大学経済学部卒業， 1997年一

橋大学院経済学研究科修士課程修了， 2000年一橋

大学大学院経済学研究科博士課程修了（ 経済学博

士）， 2000年一橋大学大学院経済学研究科講師，

2003年一橋大学大学院経済学研究科助教授， 2009

年一橋大学大学院経済学研究科教授， 現在に至る ．

授賞理由： 黒住英司氏は近年時系列データ およ び

パネルデータ において構造変化を伴う 場合の統計

的検定方法， モデル選択方法に関し て顕著な業績

を上げている ． 検定に関し ては， ト レ ンド のよ う

な非斉次な説明変数を持つ回帰モデルにおいてパ

ラ メ ータ が変化する 可能性がある と き ， 従来のワ

ルド 型の検定統計量の帰無仮説の下での極限分布

を明ら かにし ， 効率的な有意水準の計算方法を提
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案し ている ． ま たワ ルド 型検定， CUSUM 検定の

構築に必要と なる 未知パラ メ ータ に対し て， よ り

バイ アス の少ない推定量を提案し ， それに基づい

た検定統計量ではこ れら に比べ size-distortion が

大き く 改善する こ と を示し た． さ ら にパネルデー

タ に対し ては， 個人ごと に説明変数およ び誤差項

の時系列構造が異なる 場合について局所最良不変

ある いは一点において最適な検定統計量を導いて

いる ． 一方， モデル選択方法に関し ては， 多変量

回帰モデルにおいて AIC， BIC， Mallows'Cp など

の情報量規準を構造変化の回数も 考慮し て修正し

た規準を提案し ， その優劣を明ら かにし ている ．

以上の研究は， 構造変化を伴う データ の実証分析

に対し ても 大き な貢献であり ， 日本統計学会業績

賞と し て顕彰する にふさ わし いも のである ．

主要業績：

［ 1］ Kurozumi, E. and Tuvaandorj, P.（ 2011）．  

Model selection criteria in multivariate models with 

multiple structural changes. Journal of Econometrics, 

164, 218-238.

［ 2］ 山崎大輔氏・ 黒住英司（ 2014）「 レ ベル・ シ

フト の検定と 検出力の非単調性」 日本統計学会誌

シリ ーズ J．

［ 3］ Kurozumi, E.（ 2015）， Testing for multiple 

structural changes with non-homogeneous regressors. 

Journal of Time Series Econometrics 7, 1-35.

［ 4］ Yamazaki, D. and Kurozumi, E.（ 2015）．  

Improving the finite sample performance of test for a 

shif t in mean. Journal Statistical Planning and 

Inference. Forthcoming.

８ ． 第８ 回日本統計学会出版賞について

前日本統計学会長 国友 直人（ 東京大学）

受賞出版物： R で学ぶデータ サイ エンス 全20巻

（ 既刊17巻）

受賞者氏名： 金 明哲 氏， 共立出版株式会社

略歴：（ 金 明哲氏） 1994年 総合研究大学院大学

数物科学研究科統計科学専攻博士課程修了， 1995 

年 札幌学院大学社会情報学部助教授， 1998年 札

幌学院大学社会情報学部教授， 2005年 同志社大

学 文化情報学部教授， 博士（ 学術）．

授賞理由： 近年， 統計科学の環境は大き く 変化し

ている ． データ の収集の方法は多様化さ れ， デー

タ のサイ ズがま すま す大き く なり ， データ の流通

は容易に， 統計計算やシミ ュ レ ーショ ンに必要と

なる コ ンピュ ータ がま すま す安価になっている ．

そし てデータ マイ ニングや統計的機械学習のよ う

な新し い研究分野も 生ま れた． こ れら の共通点は

データ を対象と し ている こ と であり ， 本シリ ーズ

ではこ れら を包含する 用語と し てデータ サイ エン

ス を用いる ．

こ のよ う な状況において， フリ ーの統計解析ソ

フ ト ウ ェ ア R は， 統計学研究者にと っ て基礎教

養の一つと なっている ばかり ではなく ， 多く の分

野の統計学利用者に広く 利用さ れている ． 本シリ

ーズは第一線の研究者が高度なデータ サイ エンス

に関する 理論を 系統的に説明し ， その方法を R

で実践する と いう ， 理論と 実践を両立し たも のが

多く なっている ． ま た本シリ ーズでカバーさ れて

いる 範囲は広く ， 手法に関する も の（ カテゴリ カ

ルデータ 解析， 多次元データ 解析， ブート ス ト ラ

ッ プ， マシンラ ーニング， 樹木構造， 一般化線型

モデル， 視覚化など） から 種々の応用分野（ 経営，

マーケッ ティ ング， 地理空間データ ， 計量政治，

社会調査など） ま でを扱っている ． そのため広い

範囲の読者にと っ て有用な R と データ サイ エン

ス の参考書群と なっている ． 本シリ ーズは日本に

おける R と 統計学・ データ サイ エン ス の普及に

重要な貢献をなし ており ， 日本統計学会出版賞と

し てと し て顕彰する に相応し いと 考える ．
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９ ． 第29回日本統計学会小川研究奨励賞について

前日本統計学会長 国友 直人（ 東京大学）

第29回日本統計学会小川研究奨励賞の受賞者と

受賞論文は， 以下のと おり 決定いたし ま し た．

受賞者氏名： 平野 敏弘 氏（ 日本電気株式会社 

中央研究所）

受賞論文： Hirano, T.（ 2014） “Pseudo Best Estimator 

by a Separable Approximation of Spatial Covariance 

Structures,” Journal of the Japan Statistical Society, 

Vol.44, No.1, pp.43-71.

受賞論文の評価： 空間統計学において線形回帰モ

デルは基本的な統計手法と し て広く 使用さ れてい

る ． し かし ， 大規模空間データ に対する 一般化最

小二乗推定量は誤差項の共分散行列の逆行列を含

んでいる ので， サンプルサイ ズが大き い時その計

算時間は極めて大き く なる ．

今回受賞対象と なった平野氏の論文では， 誤差

項が空間相関を持ち， 格子点上でデータ が観測さ

れる 場合の線形回帰モデルにおける 回帰係数の推

定に対し て， ある 種の擬似最良推定量が提案さ れ

た． こ の推定量に含ま れる 逆行列は， 自己回帰過

程によ って表現さ れる 共分散行列の逆行列のク ロ

ネッ カー積で表現さ れる ため大規模空間データ に

対する 高速計算が可能と な る ． 受賞論文で は

Grenander and Rosenblatt（ 1957） によ る 時系列デ

ータ に対する 漸近論を格子点上のデータ に拡張し

た Yajima and Matsuda（ 2008） に基づいて， こ の

擬似最良推定量の漸近分散の導出を行った． こ れ

は， 部分的である が， Rozanov and Kozlov（ 1969），

Amemiya（ 1973）， Engle（ 1974） など の結果の空

間統計学への拡張と 見なすこ と ができ る ． 数値実

験はこ の提案手法の妥当性を支持し ている ．

空間統計学の理論的研究は実用面， 応用面から

も 重要なト ピッ ク である が， その分野に貢献し た

受賞論文は日本統計学会賞小川研究奨励賞にふさ

わし い論文である ．

10． 2015年度統計関連学会連合大会について（ 第三報）

2015年度統計関連学会連合大会

運営委員会委員長 坂本 亘（ 岡山大学）

実行委員会委員長 栗原 考次（ 岡山大学）

プログラ ム委員会委員長 山口 和範（ 立教大学）

2015年度統計関連学会連合大会の第一報， 第二 

報に続き ，「 第三報」 を お届けし ま す． 本報が本

大会に関する 最後のご案内です． 本報は連合大会

について簡潔にま と めを行い， 皆様の便宜をはか

り たいと 思いま す． 今後， 詳細プロ グラ ムや変更

事項は， 連合大会のウ ェ ブページ

http://www.jfssa.jp/taikai/2015/

に掲載いたし ま すので， どう ぞご参照く ださ い．

すでに５ 月８ 日（ 金） から ６ 月10日（ 水） ま で

講演申し 込みを受け付けいたし ま し た． おかげさ

ま で， 企画セッ ショ ン講演77件（ 企画セッ ショ ン

20）， コ ンペティ ショ ン講演29件， 一般講演197件

の申し 込みを頂き ま し た． こ れに加えて， ソ フト

ウ ェ アセッ ショ ン ５ 講演があり ， 総講演308件と

なり ま し た． 誠にあり がと う ございま し た．

１ ． 日程など

本大会に関する 今後の日程は次の通り です．
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大会開催日程： ９ 月６ 日（ 日） から ９ 日（ 水） ま

での４ 日間

９ 月６ 日（ 日）： チュ ート リ アルセッ ショ ンと 市

民講演会

９ 月７ 日（ 月） ～９ 日（ 水）： 本大会

場所： 岡山大学津島キャ ンパス

共催： 応用統計学会， 日本計算機統計学会， 日本

計量生物学会， 日本行動計量学会， 日本統計学

会， 日本分類学会， 統計教育大学間連携ネッ ト

ワ ーク ※

※（ 略称 JINSE） 文邪科学省 大学改革推進等

補助金 大学間連携共同教育推逭事業 平成24年

度採択「 データ に基づく 課題解決型人材育成に

資する 統計教育質保証」

懇親会： ９ 月７ 日（ 月） 18： 00～20： 00

ホテルリ マーニ（ 岡山県瀬戸内市牛窓町）

事前参加申込： ７ 月13日（ 月） ９ ： 00～

８ 月17日（ 月） 17： 00

２ ． 会場

本大会は， 初日の９ 月６ 日（ 日） に， チュ ート

リ アルセッ ショ ンと 市民講演会を岡山大学津島キ 

ャ ンパス の創立五十周年記念館で開催し ま す． ２

日目から ４ 日目の９ 月７ 日（ 月） から ９ 日（ 水）

に， 各種セッ ショ ン講演を同所の一般教育棟で行

いま す．

岡山大学津島キャ ンパス

〒700-8530 岡山市北区津島中1-1-1（ 創立五十

周年記念館）

〒700-8530 岡山市北区津島中2-1-1（ 一般教育

棟） 電話： 086-252-1111（ 代表）

（ 1） 岡山大学津島キ ャ ン パス へのア ク セス は，

JR 岡山駅西口バス タ ーミ ナル22番乗り 場から

「 岡山理科大学」 行き に乗車し ，「 岡大入口」 下

車になり ま す．（ 所要時間約８ 分） なお， 本大

会開催中は， 午前のセッ ショ ンに合わせてバス

タ ーミ ナル22番乗り 場から 岡山大学津島キャ ン

パス 間へノ ン ス ト ッ プの臨時バス 「 岡山大学

（ 臨時）」 を運行する 予定です． 詳し く は， 連合

大会ウ ェ ブページの「 会場」 欄をご参照く ださ

い．

（ 2） ９ 月６ 日（ 日） に岡山大学構内で昼食が取れ

る 場所は， ピーチ・ ユニオン（ 一般教育棟から

西に徒歩３ 分） のみと なり ま す． ま た， 大会期

間中に大学近辺で食事を取れる 場所のマッ プを

用意し ま す．

（ 3） 懇親会は， ９ 月７ 日（ 月） 夕方に瀬戸内市牛

窓町にある 「 ホテルリ マーニ」 で行いま す． 会

場へは， 岡山大学から 送迎バス で移動し ま す．

懇親会に参加さ れる 方は， 午後のセッ ショ ン終

了後， 15： 15に岡山大学津島キャ ンパス 内・ 清

水記念体育館前に集合し てく ださ い． 詳細は，

ウ ェ ブページの「 会場： 懇親会詳細」 欄をご参

照く ださ い．

（ 4） 無線 LAN サービス の提供はございま せん．

３ ． 参加申し 込み

連合大会ウ ェ ブページで， 大会と 懇親会に事前

申し 込みでき ま す． 連合大会ウ ェ ブページの「 申

込」 欄よ り お手続き く ださ い． 事前申し 込み期間

は2015年７ 月13日（ 月） ９ ： 00から ８ 月17日（ 月）

17： 00ま でです． カード 決済と 銀行振り 込みがあ

り ま す． 事前申し 込みによ り ， 参加費等が大幅に

割り 引かれま す． ぜひご利用く ださ い．

大会参加費（ 講演報告集代を 含む）， チュ ート

リ アルセッ ショ ン参加費（ 資料代を含む） と も 会

員（ 共催６ 学会の会員）・ 学生（ 会員・ 非会員を

問わず）・ 学生以外の非会員によ り 参加費が異な

り ま す． ま た， 懇親会参加費は， 一般（ 会員・ 非

会員を 問わず）・ 学生（ 会員・ 非会員を 問わず）

によ り 参加費が異なり ま す． 詳し く はウ ェ ブペー

ジの「 大会詳細」 をご覧く ださ い． 市民講演会は

無料です．

なお， 共催６ 学会の会員でない招待者（ 企画セ

ッ ショ ン講演者， 討論者等） の方を除き ， 講演者

（ 一般・ 企画セッ ショ ン・ コ ンペティ ショ ン講演

を問わず） であっても 別途参加申し 込みの手続き

が必要です． お忘れなき よ う ， よ ろし く お願いい
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たし ま す．

４ ． 保育所

今年度は，保育所を利用でき ます．（ 完全予約制）．

期間： ９ 月６ 日（ 日） ～９ 日（ 水）

時間： ７ ： 45～18： 00

場所： ポス ト メ イ ト 保育園（ イ オンモール岡山６

階） 岡山駅から 徒歩５ 分

http://www.my-style.bz/individual/doremi.html

対象： 原則０ 歳児から ６ 歳児（ 小学校入学前） まで

締切： ８ 月14日（ 金） 17： 00

申込先： 渡谷真吾（ 実行委員）

hoiku2015_at_ems.okayama-u.ac.jp（ _at_ を  @ に変

更く ださ い）

完全予約制ですので， 利用を希望さ れる 方は，

メ ールにて上記ま でご連絡く ださ い． その際， 利

用日時と お子様の年齢をお知ら せく ださ い． 利用

方法などの詳細については， 後日連絡いたし ま す．

５ ． 大会プログラ ム

プロ グラ ムおよ び大会案内は連合大会ウ ェ ブペ 

ージで公開し （ ８ 月上旬ま でに公開予定）， 各学

会 に も お 知 ら せ し ま す． ウ ェ ブ ペ ー ジ に は

HTML 版およ び PDF 版を 用意いたし ま す． プロ

グラ ムは講演報告集にも 掲載し ま す． 各学会を通

じ ての印刷物冊子配布はございま せん． ご注意く

ださ い．

なお， 講演者およ び共同発表者の所属は原則と

し て講演申し 込み時に入力頂いたも のです．

６ ． チュ ート リ アルセッ ショ ン

チュ ート リ アルセッ ショ ンのテーマは下記の２

つです． 具体的な内容については， 第二報をご覧

く ださ い． 多く の方々のご参加をお待ちし ており

ま す．

日時： 2015年９ 月６ 日（ 日） 13： 00～16： 00

場所： 岡山大学創立五十周年記念館

受付開始： 12： 30

テーマ１ ： 統計データ の新し い利活用方法

講 演 者： 西村正貴（（ 独） 統計センタ ー）， 山田

利美（（ 独） 統計センタ ー） 他

場所： 岡山大学創立五十周年記念館金光ホール

テーマ２ ： ス パース 推定と 統計解析

講 演 者： 川野秀一（ 電気通信大学）

場所： 岡山大学創立五十周年記念館２ 階会議室

２ つの講演は同じ 時間帯に開催さ れま すので，

どちら か一方のテーマをお選びく ださ い． なお，

途中でも う 一方のテーマへ移動さ れても 追加料金

はかかり ま せん．

事前参加受付は， 2015年度統計関連学会連合大

会のウ ェ ブページの「 申し 込み」 欄から 手続き で

き ま す（ ８ 月17日（ 月） 17時ま で）． 当日参加も

受け付けま すが， あら かじ め参加費を納めていた

だく 場合， 大幅な割引が受けら れま す． 当日受付

の場合， 参加費（ 資料代含む） は， 会員（ 共催，

協賛の６ 学会の会員） 4,000円， 学生（ 会員・ 非

会員を 問わず） 4,000円です． 学生以外の非会員

は8,000円です．

７ ． 市民講演会

市民講演会は， ２ 名の先生方にご講演をお願い

いたし ま し た． 今年の市民講演会は「 ビッ グデー

タ ・ イ ンパク ト ─新たなデータ 活用がも たら す世

界─」 と いう テーマで， ビッ グデータ の活用の実

態を身近な事例を通じ て市民の方々に知っていた

だく こ と を目的と し て企画し ま し た． 具体的な事

例と し て， 教育について木村治生氏が， ス ポーツ，

特にサッ カーについての事例を安松幹展氏が取り

上げま す． 多く の方々のご参加をお待ちし ており

ま す． 参加費は無料です．

日時： 2015年９ 月６ 日（ 日） 16： 30～18： 00

場所： 岡山大学創立五十周年記念館金光ホール

受付開始： 16： 00

テーマ１ ： 教育と ビッ グデータ
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講演者： 木村治生（ ベネッ セ教育総合研究所）

時間： 16： 30～17： 15

テーマ２ ： サッ カーと ビッ グデータ

講演者： 安松幹展（ 立教大学）

時間： 17： 15～18： 00

各講演の詳細は連合大会のウ ェ ブページ［ プロ

グラ ム： 市民講演会］ の項目に掲載し ま す．

８ ． 企画セッ ショ ン， ソ フ ト ウェ ア・ デモンスト

レーショ ンセッ ショ ン一覧

企画セッ ショ ンと ソ フト ウ ェ ア・ デモンス ト レ 

ーショ ンセッ ショ ンを設けま す． 各セッ ショ ンが

配置さ れている 時間帯， 会場， テーマと オーガナ

イ ザー氏名（ 所属） は以下の通り です． 詳細プロ

グラ ム， テーマのねら いや講演者・ 講演タ イ ト ル

等につき ま し ては連合大会のウ ェ ブページに掲載

し ま す．

企画セッ ショ ン名と オーガナイ ザー

９ 月７ 日（ 月） 10： 00～12： 00

Ａ 会場 日本計量生物学会奨励賞受賞者講演

大森崇（ 神戸大学）

Ｂ 会場 大学教育の質的改革Ⅰ―入試改革・ 反転

授業と アク ティ ブラ ーニング― 竹内光悦（ 実

践女子大学）・ 藤井良宜（ 宮崎大学）・ 渡辺美智

子（ 慶應義塾大学）

Ｆ 会場 公的統計における データ 利用の新たな展

開 小林良行（ 統計研修所）

Ｍ会場 統計的従属性モデリ ングの理論と 応用

増田弘毅（ 九州大学）

９ 月７ 日（ 月） 13： 00～15： 00

Ａ 会場 日本計量生物学会シンポジウ ム「 適正な

医学研究の推逭と 発信に向け て 」 手良向聡

（ 京都府立医科大学）・ 大森崇（ 神戸大学）

Ｂ 会場 大学教育の質的改革Ⅱ―知識基盤社会に

おける データ サイ エンス 教育の展望― 竹内光

悦（ 実践女子大学）・ 藤井良宜（ 宮崎大学）・ 渡

辺美智子（ 慶應義塾大学）

Ｃ 会 場 Wakimoto Memorial Session（ CIPS-JSS-

KSS International Session for Young Scholars） 塚

原英敦（ 成城大学）

Ｍ会場 超高頻度データ 解析と 計算統計 内田雅

之（ 大阪大学）

９ 月８ 日（ 火） 10： 00～12： 00

Ｂ 会場 応用統計学会 学会賞 受賞者 講演

大西俊郎（ 九州大学）・ 井元清哉（ 東京大学）

Ｃ 会場 CSA-KSS-JSS joint international session Ⅰ

: Recent Developments in Biostatistics  Yuan-chin 

Chang（ Academia  S in ica）・ Donguk  Kim

（ Sungkyunkwan University）・ 塚原英敦（ 成城大

学）

Ｍ会場 ス ポーツにおける ビッ グデータ の活用

酒折文武（ 中央大学）

９ 月８ 日（ 火） 13： 00～15： 00

Ａ 会場 日本統計学会会長講演およ び各賞授賞式

鎌倉稔成（ 中央大学）

Ｂ 会場 応用統計学会シン ポジウ ム  自然科学へ

のデータ 駆動型アプロ ーチ 福水健次（ 統計数

理研究所）

Ｃ 会場 CSA-KSS-JSS joint international session Ⅱ

: Machine Learning and Its Applications  Yuan-chin 

Chang（ Academia  S in ica）・ Donguk  Kim

（ Sungkyunkwan University）・ 塚原英敦（ 成城大

学）

Ｍ会場 日本計算機統計学会企画セッ ショ ン 医

学分野でのシミ ュ レ ーショ ンの応用 弘新太郎

（ ファ イ ザー株式会社）

９ 月８ 日（ 火） 15： 30～17： 30

Ａ 会場 日本統計学会 各賞受賞者記念講演 鎌

倉稔成（ 中央大学）

Ｃ 会場 CSA-KSS-JSS joint international session Ⅲ

: Statistical Methods in Finance Yuan-chin Chang

（ Academia Sinica）・ Donguk Kim（ Sungkyunkwan 

University）・ 塚原英敦（ 成城大学）
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M 会場 アジアの公的ミ ク ロ 統計の活用 馬場

康維（ 統計数理研究所）

９ 月９ 日（ 水） 10： 00～12： 00

Ｂ 会場 日本分類学会シンポジウ ム： コ レ ス ポン

デン ス 分析・ Dual Scaling・ 数量化理論再考

今泉 忠（ 多摩大学）

Ｄ 会場 日本計量生物学会ワ ーク ショ ッ プ プロ

の生物統計家のための行動基準を考える 教育プ

ログラ ム 佐藤恵子（ 京邴大学）・ 和泉志津恵

（ 大分大学）

ソ フ ト ウェ ア・ デモンスト レーショ ン セッ ショ ン

下記の日時・ 会場で５ つの報告がございま す．

ふる ってご参加く ださ い．

９ 月８ 日（ 火） 10： 00～12： 00 Ａ 会場

文部科学省科学技術試験研究委託事業「 数学・ 数

理科学と 諸科学・ 産業と の協働によるイ ノ ベーシ 

ョ ン創出のための研究促進プログラ ム（ 略称： 数

学協働プログラ ム）」 による数学協働プログラ ム・

ワーク ショ ッ プ「 統計科学の最先端と 産業界・ 諸

科学への展開」 の開催について

共催： 岡山大学大学院社会文化科学研究科・ 文部

科学省（ 統計数理研究所）・ 統計関連学会連合

９ 月７ 日（ 月）10： 00～15： 00，８ 日（ 火）10： 00 

～17： 30 Ｍ会場

企画セッ ショ ン のう ち，「 統計的従属性モデリ

ングの理論と 応用」，「 超高頻度データ 解析と 計算

統計」，「 ス ポーツにおける ビッ グデータ の活用」，

「 医学分野でのシミ ュ レ ーショ ンの応用」，「 アジ

アの公的ミ ク ロ 統計の活用」 については数学協働

プロ グラ ム・ ワ ーク ショ ッ プ「 統計科学の新展開

と 産業界・ 社会への応用」 と し て実施し ， 参加費

無料と いたし ま す．

趣旨： 統計科学は， 我々の産業界・ 社会における

広範囲の分野においてその応用が急速に進んでお

り ， 数学・ 数理科学的な知識を 活用する こ と で

様々な社会現象を解明する 試みがなさ れ， その洞

察に基づいた諸問題に対する 解決方法が提案さ れ

ている ． 具体的には支配原理や法則が明確ではな

い諸現象を確率的な事象と し て解釈し ， そのメ カ

ニズムを記述・ 解明する 統計モデルを構築する こ

と で現象の理解・ 解明・ 検証を行い， 将来の予測

や仮想的なシミ ュ レ ーショ ンを通じ て， 諸問題の

解決への提案を行う ． 本ワ ーク ショ ッ プは， 特に

産業界・ 社会における 新し い課題・ ニーズを重視

し て上記の５ つの企画セッ ショ ンを取り 上げる こ

と と し ， 統計科学によ る それら の問題への解析・

解決の方法について明ら かにし ていく こ と を目的

と する ．

９ ． コ ンペティ ショ ン

今年度も 若手会員の質の高い研究・ 発表の奨励

を目的と し てコ ンペティ ショ ンを実施し ま す． コ

ンペティ ショ ン講演セッ ショ ンは，９ 月７ 日（ 月）

～８ 日（ 火） にＤ 会場で行いま す． 発表時間は質

疑を含めて20分と さ せていただき ま す． なお， 表

彰式は８ 日（ 火） 17： 40から Ａ 会場にて行いま す．

詳細は連合大会のウ ェ ブページ［ プロ グラ ム： コ

ンペティ ショ ン講演セッ ショ ン］ の項目に掲載し

ま す．

以上

11． 理事会・ 委員会報告（ 平成27年５ 月16日開催）

第１ 回通常理事会

日時： 2015年５ 月16日（ 土） 10： 00－11： 00

場所： 中央大学後楽園キ ャ ン パス ６ 号館10階

61005号室

理事の総数 12名 出席理事の数 12名

監事の総数 2名 出席監事の数 2名
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出席者

理事： 国友直人会長， 鎌倉稔成理事長， 三分一史

和（ 庶務）， 酒折文武（ 庶務）， 大野忠士（ 会

計）， 西山陽一（ 会誌編集・ 欧文）， 谷崎久志

（ 会誌編集・ 和文）， 竹内惠行（ 広報）， 勝浦正

樹（ 大会）， 渡辺美智子（ 検定）， 宿久洋（ 企

画・ 行事）， 中野純司（ 国際関係）（ 以上12名，

カッ コ 内は役割分担）

監事： 竹村彰通， 矢島美寛

＜第１ 議案＞ 2014年度事業報告について

鎌倉理事長よ り 資料に基づき 2014年度事業につ 

いて報告があり ， 審議の結果こ れを修正込みで承

認し ， 定時社員総会にて報告する こ と と し た．

＜第２ 議案＞ 2014年度決算報告について

大野理事よ り ， 資料に基づき ， 2014年度決算に 

ついて報告があり ， 審議の結果こ れを承認し ， 定

時社員総会にて報告する こ と と し た．

＜第３ 議案＞ 監査報告について

竹村監事よ り ， 資料に基づき ， 2014年度事業報

告等およ び計算書類の監査の結果， 適切な処理が

なさ れている と の報告があった．

＜第４ 議案＞ 臨時委員会の設置と 委員の選任に

ついて

国友会長よ り 提示さ れた JSS-Springer 編集委員

会運用規則（ 案） に基づき ， 臨時委員会と し て日

本統計学会 JSS-Springer 編集委員会の設置につい

ての提案があり ， 審議の結果こ れを承認し た． 続

いて， 会長よ り 提示さ れた JSS-Springer 委員会の

委員の候補に基づき ， 以下の会員を委員と する こ

と を承認し た．

委員長： 国友直人， 副委員長： 竹村彰通

委員： 北川源四郎， 樋口知之， 吉田朋広， 狩野裕，

濱崎俊光， 松井茂之， 岩崎学

＜第５ 議案＞ 会員の入退会

鎌倉理事長よ り 示さ れた回覧資料に基づき ， 内

容を承認し た．

＜第６ 議案＞ 定時社員総会召集の件

国友会長よ り ， 定時社員総会を以下のと おり 招

集する 提案があり 承認し た．

１ ． 日時 2015年６ 月13日（ 土曜日） 午後１ 時

30分から

２ ． 場所 中央大学後楽園キャ ンパス ６ 号館４ 階 

6418号室（ 控室６ 号館４ 階 6417号室）

３ ． 会議の目的事項

（ １ ） 定時社員総会における 通常の審議

委員会

日時： 2015年５ 月16日（ 土） 11： 00～11： 50

場所： 中央大学後楽園キャ ンパス ６ 号館 61005号

室

出席： 国友直人会長， 鎌倉稔成理事長， 三分一史

和， 酒折文武， 大野忠士， 西山陽一， 谷崎久志，

竹内惠行， 勝浦正樹， 渡辺美智子， 宿久洋， 足

立浩平， 竹村彰通（ 監事）， 矢島美寛（ 監事）

＜報告事項＞

１ ． 欧文誌編集委員会

西山委員長よ り ， 第29回小川賞の受賞者が報告

さ れ， 社員総会への報告を経て公表する こ と と し

た． 次に， Vol.45， No.1（ 2015年８ 月頃発行予定）

の進捗状況について報告があった． ま た， 論文デ

ータ ベース EBSCO から ， JJSS の論文の検索を

EBSCO のユーザ以外にも 可能と し たいと の連絡

があり ， 申し 出のと おり 対応し たと の報告がなさ

れた．

２ ． 和文誌編集委員会

谷崎委員長よ り ， 第45巻第１ 号の進捗状況，

JSTAGE か ら 論文公開さ れ た こ と ， こ れ ま で

CiNii で公開し ていた電子版の契約が終わり 申し

合わせを行ったこ と が報告さ れた． ま た， 学術著

作権協会から 紙媒体だけでなく 電子版の複写権も

委託する と の打診があり ， 申し 出のと おり 対応し

たと の報告がなさ れた．
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３ ． 大会委員会

勝浦委員長よ り ， 資料に基づき ， 2015年度統計

関連学会連合大会に関する 報告があった．

４ ． 企画・ 行事委員会

報告事項なし ．

５ ． 庶務委員会

報告事項なし ．

６ ． 広報委員会

竹内委員長よ り ， 会報の発行状況についての報

告があった．

７ ． 国際関係委員会

報告事項なし ．

８ ． その他

なし ．

＜審議事項＞

１ ． 欧文誌委員会

審議事項なし ．

２ ． 和文誌委員会

審議事項なし ．

３ ． 大会委員会

審議事項なし ．

４ ． 企画・ 行事委員会

審議事項なし ．

５ ． 庶務委員会

審議事項なし ．

６ ． 広報委員会

竹内委員長よ り ， 周年記念事業関係の書籍等の

情報を学会 WEB ページに掲載する 旨の提案があ

り ， 審議の結果こ れを承認し た．

７ ． 国際関係委員会

審議事項なし ．

８ ． その他

なし ．

12． 定時社員総会報告

日時： 2015年６ 月13日（ 土） 13： 30～14： 30

場所： 中央大学後楽園キ ャ ン パス ６ 号館４ 階 

6418号室

出席者： 国友直人会長， 鎌倉稔成理事長， 岩崎学，

大森裕浩， 西郷浩， 椿広計， 中野純司， 舟岡史

雄， 村上征勝， 矢島美寛， 美添泰人， 若木宏文，

渡辺美智子（ 以上代議員13名， 委任状11通， 議

決権行使書10通）（ オブザーバー： 三分一史和，

酒折文武， 大野忠士， 谷崎久志）

冒頭， 国友会長よ り 定足数確認後， 開会宣言が

なさ れ， オブザーバー４ 名の出席が承認さ れた．

ま た， 国友会長よ り 議事録署名人と し て岩崎学，

中野純司両代議員が提案さ れ， 承認さ れた．

審議事項

第１ 議案 2014年度事業報告及び決算の承認

に関する件－定款第12条（ ５ ）

国友会長およ び大野理事よ り ， 資料に基づき ，

2014年度事業報告及び決算について報告があり ，

ま た， 矢島監事よ り ， 資料に基づき ， 監査につい

て報告があり ， 審議の結果， 2014年度事業報告お

よ び決算を承認し た．

第２ 議案 理事及び監事の選任に関する件－定

款第21条
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理事（ 国友直人， 鎌倉稔成， 三分一史和， 酒折

文武， 大野忠士， 西山陽一， 谷崎久志， 竹内惠行，

勝浦正樹， 渡辺美智子， 宿久洋， 中野純司） 及び

現監事（ 竹村彰通， 矢島美寛） が本定時社員総会

の終結と 同時に任期満了し 退任する こ と になり ，

その改選の必要がある ため， 被選理事長が作成し

た新理事候補者一覧およ び会長が指名し た新監事

候補者が示さ れ， 審議の結果， 以下のよ う に後任

の理事及び監事を選任する こ と と し た（ 2015年６月

13日付）．

理事 岩崎学， 中野純司， 酒折文武， 間野修平，

山下智志， 倉田博史， 笛田薫， 森裕一， 青木敏，

塚原英敦， 照井伸彦， 瀬尾隆

監事 鎌倉稔成， 国友直人， 田中勝人

報告事項（ 理事会報告）

１ ． 会員の入退会

鎌倉理事長よ り ， 資料に基づき ， 会員の入退会

について報告があった．

２ ． 日本統計学会 Springer 編集委員会の設置に

ついて

国友会長よ り ， 資料に基づき ， 日本統計学会

Springer 編集委員会を設置し たと の報告があった．

３ ． その他

特になし ．

報告事項（ 委員会報告）

１ ． 2015年度連合大会について

鎌倉理事長よ り ， 2015年度連合大会が， 2015年

９ 月６ 日（ 日） から ９ 日（ 水） ま で（ ６ 日はチュ

ート リ アルと 市民講演会） 岡山大学津島キャ ンパ

ス で開催さ れ， 会長講演と 学会賞各種受賞者講演

が予定さ れている 旨報告があった．

２ ． 2015年３ 月開催の春季集会に関する報告

鎌倉理事長よ り ， 2015年３ 月８ 日に明治大学中

野キャ ンパス において春季集会が開催さ れ， 無事

に終了し たこ と が報告さ れた． ま た， 2016年度は

東北大学での開催予定である と 報告さ れた．

３ ． 日本統計学会各賞受賞者について

国友会長（ 表彰委員会委員長） よ り ， 資料に基

づき ， 学会賞各賞の受賞者の氏名と 受賞理由と が

報告さ れた．

４ ． 科学研究費に関する報告

鎌倉理事長よ り ， 科学研究費助成事業 研究成

果公開促進費「 国際情報発信強化」 が不採択であ

ったこ と が報告さ れた．

５ ． その他

特になし ．

今回の社員総会の終了をも って任期満了によ り

退任する 国友会長と 鎌倉理事長よ り ， 退任のあい

さ つがあった．

13． 日本統計学会会長選挙開票報告

2015－2016年度会長選挙管理委員 竹田 裕一・ 塚田 真一

本学会会長選挙規程第４ 条によ る 2015・ 2016年 

度会長候補者に対する 選挙が行われ， 2015年４ 月

20日に日本統計学会事務局において開票し た結果，

岩崎学氏が被選会長と し て当選し ま し た． 有権者

1,403名中， 投票数411， う ち有効票数408で， 内

訳は， 賛 393， 否 15， 無効票数３ でし た．
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14． 理事会報告（ 平成27年６ 月13日開催）

第１ 回臨時理事会報告

日時： 2015年６ 月13日（ 土） 14： 30－15： 30

場所： 中央大学後楽園キャ ンパス ６ 号館４ 階6418

号室

出席者：

理事 岩崎学会長， 中野純司理事長， 酒折文武

（ 庶務）， 間野修平（ 庶務）， 山下智志（ 会計），

笛田薫（ 編集和文）， 森裕一（ 広報）， 青木敏

（ 大会・ 企画・ 行事）， 塚原英敦（ 国際）， 瀬尾

隆（ 渉外）（ 以上， 10名， カッ コ 内は役割分担）

監事 鎌倉稔成， 国友直人， 田中勝人（ 以上， ３

名）

＜第１ 議案＞ 会長及び理事長の選出について

被選理事長中野純司が選ばれて議長と なり ， 会

長 国友直人 と 理事長 鎌倉稔成 が任期満了によ り

退任する こ と と なり ， 会長選挙の結果岩崎学会員

が被選会長と し て選ばれ， 被選代議員会において

中野純司代議員が被選理事長と し て選ばれた旨を

述べ， 慎重に協議し た結果， 会長選挙規程およ び

役員選任規程に則り ， 全員一致をも って， 以下の

と おり 選定し た． 被選定者は， 席上， その就任を

承諾し た．

会 長 岩崎 学

理事長 中野 純司

以降の議長は理事長が務める こ と と し た．

＜第２ 議案＞ 常設委員会における委員の交代に

ついて

中野理事長よ り ， 資料に基づき ， 以下の委員会

によ る 委員の交代が提案さ れ， 審議の結果， 承認

し た．

欧文誌編集委員会 永井圭二委員， 西山陽一委員，

星野崇宏委員よ り 倉田博史委員， 清水信夫委員，

松浦峻委員， 宮田敏委員， Chia-Lin Chang 委員

に交代（ 2015年６ 月13日付）

和文誌編集委員会 大森裕浩委員， 倉田博史委員，

谷崎久志委員， 照井伸彦委員， 宮田敏委員よ り

岩佐学委員， 川口淳委員， 佐井至道委員， 笛田

薫委員， 福地純一郎委員に交代（ 2015年６ 月13

日付）

大会委員会 勝浦正樹委員， 永井義満委員， 長塚

豪己委員よ り 青木敏委員， 姫野哲人委員， 元山

斉委員に交代（ 2015年10月１ 日付）

企画・ 行事委員会 足立浩平委員， 村上秀俊委員，

宿久洋委員よ り 青木敏委員， 田中研太郎委員，

二宮嘉行委員に交代（ 2015年６ 月13日付）

国際関係委員会 中野純司委員が退任（ 2015年６

月13日付）

庶務委員会 大野忠士委員， 樋田勉委員， 三分一

史和委員よ り 田畑耕治委員， 間野修平委員， 山

下智志委員に交代（ 2015年６ 月13日付）

広報委員会 入戸野健委員， 小椋透委員， 竹内惠

行委員よ り 久保田貴文委員， 森裕一委員に交代

（ 2015年６ 月13日付）

＜第３ 議案＞ 会員の入退会（ 回覧）

中野理事長よ り 提示さ れた回覧資料の内容を承

認し た．

15． 修士論文・ 博士論文の紹介

最近の修士論文・ 博士論文を原稿到着順に紹介 

いたし ま す．（ 1） 氏名（ 2） 学位の名称（ 3） 取得

大学（ 4） 論文題名（ 5） 主査ま たは指導教員（ 6）

取得年月 の順に記載いたし ま す．（ 敬称略）
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修士論文

●（ 1） 中尾浩子（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） 傾向ス コ ア解析のブート ス ト ラ ッ プ法によ

る モデル選択（ 5） 下平英寿（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 前田晴義（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） 不完全観測において完全データ の当てはま

り の良さ を 評価する 情報量規準（ 5） 下平英寿

（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 上野真依（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） 順序のある カテゴリ カルデータ に対する ノ

ン パラ メ ト リ ッ ク ベイ ズモデリ ン グ（ 5） 狩野

裕（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 坂口弘樹（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） ラ ンダムでない欠測と shared-parameter model

に関する 研究（ 5） 狩野 裕（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 余田知子（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） 傾向ス コ アの推定方法及びバラ ンシング条

件に対する 処理効果の比較（ 5） 熊谷悦生（ 6）

2015年３ 月

●（ 1） 小林広明（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） Statistical dependence measures に 関 す る シ

ミ ュ レ ーショ ン比較（ 5） 熊谷悦生（ 6） 2015年

３ 月

●（ 1） 黒岩遼平（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） IBNR ク レ ームの点過程モデルと 統計的リ

ス ク 評価（ 5） 内田雅之（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 塩入直哉（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） 保険リ ス ク モデルにおける 絶対破産確率の

拡張（ 5） 内田雅之（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 野北明寛（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） ハイ ブリ ッ ド ・ マルチス テッ プ推定量によ

る 拡散過程のボラ ティ リ ティ 推定（ 5） 内田雅

之（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 服部 海（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） レ ヴィ 型保険リ ス ク モデルにおける キャ ピ

タ ルイ ンジェ ク ショ ン（ 5） 内田雅之（ 6） 2015

年３ 月

●（ 1） 松本 聡（ 2） 修士（ 工学）（ 3） 大阪大学

（ 4） 微小拡散過程における 適応的推定量の漸近

的性質（ 5） 内田雅之（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 国武照代（ 2） 修士（ 医科学）（ 3） 久留米

大学（ 4） 婦人科悪性腫瘍患者の下肢リ ン パ浮

腫発症に関連する リ ス ク 因子の検討（ 5） 角間

辰之（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 松尾健一（ 2） 修士（ 医科学）（ 3） 久留米

大学（ 4） 高齢者の健康度と 地域特性と の関連

性について（ 5） 角間辰之（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 米澤ゆう 子（ 2） 修士（ 医科学）（ 3） 久留

米大学（ 4） 手術室における 針刺し ・ 切創事故

に関する 記述統計およ び要因分析（ 5） 矢原耕

史（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 樋口恭子（ 2） 修士（ 医科学）（ 3） 久留米

大学（ 4） シス プラ チン の用法・ 要領が問題と

な る 腎機能レ ベルの検討（ 5） 米本孝二（ 6）

2015年３ 月

博士論文

●（ 1） 青山淑子（ 2） 博士（ 医学バイ オ統計学）

（ 3） 久留米大学（ 4） Comparing two diagnostic 

tests when two tests are applied to same patients ad 

test scores are given in categories（ 5） 柳 川 堯

（ 6） 2014年８ 月

●（ 1） 堤 千代（ 2） 博士（ 医学バイ オ統計学）

（ 3） 久留米大学（ 4） 健診データ によ る 口腔ケ

ア行動と メ タ ボリ ッ ク シンド ロ ームの関連（ 5）

角間辰之（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 吉田寿子（ 2） 博士（ 医学バイ オ統計学）

（ 3） 久留米大学（ 4） 動径既定関数－ス パース

偏最小二乗法の脳画像データ への適用（ 5） 川

口 淳（ 6） 2015年３ 月

●（ 1） 早川正信（ 2） 博士（ 医学バイ オ統計学）

（ 3） 久留米大学（ 4） 後発医薬品選定基準の開

発（ 5） 柳川 堯（ 6） 2015年３ 月
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16． 新刊紹介

会員から の投稿によ る 新刊図書の紹介記事を掲

載し ま す．

・ 桂利行（ 編） 池田敏春・ 佐藤好久・ 廣瀬英雄，

『 理工系学生のための線形代数─ Web アシス ト 演

習付─』， 培風館， 2015年５ 月， 1,900円＋税，

ISBN： 978-4-563-00491-4

内容紹介： 演習用にオンラ イ ンアダプティ ブ IRT

（ 項目反応理論） シス テム「 愛ある っ て」 を 付け

ている ． 学習者の到達レ ベルに合わせた問題を解

いていく と 自然に力がついていく 仕組みで大学教

科書にこ のシス テムが付けら れたのは初めてであ

る ．

17． 会員の諸活動（ 受賞等） について

会員の諸活動について， 前号会報発行後に広報 

委員会に会員の皆様から お寄せ頂いた情報をご紹

介し ま す．

平成26年秋の叙勲における 受章（ 50音順）

伊藤 彰彦 会員（ 瑞宝中綬章）

竹内 啓 名誉会員（ 瑞宝重光章）

平成27年春の叙勲における 受章（ 50音順）

藤井 光昭 名誉会員（ 瑞宝中綬章）

松田 芳郎 名誉会員（ 瑞宝中綬章）

（ ご本人の了解が得ら れたも ののみ掲載し ており

ま す．）

受賞等の会員の諸活動についての情報をお持ち

でし たら ， 随時広報委員会ま でお寄せ下さ い．

18． 学会事務局から

学会費払込のお願い

2015年度会費の請求書が会員のお手元に届いて 

いる こ と と 思いま す． 会費の納入率が下がる と 学

会会計に大き く 影響いたし ま す． 速やかな納入に

ご協力をお願い申し 上げま す． ま た便利な会費自

動払込制度も ご用意し ていま す． 次の要領を参照

の上， こ ちら も ご活用下さ い．

学会費自動払込の問合せ先

学会費自動払込問合せの旨と と も に， 氏名と 住 

所を以下にお伝えく ださ い． 手続き に必要な書類

が送付さ れま す．

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-6

能楽書林ビル5F

（ 公財） 統計情報研究開発センタ ー内

日本統計学会担当

Tel & Fax： 03-3234-7738

E-mail： shom@jss.gr.jp

入会承認

明石郁哉， 秋元良友， 阿部穂日， 飯田雅臣， 池端

利幸， 池村恵一， 伊藤伸一， 江口翔一， 江本遼，

大塚優， 岡部格明， 奥戸道子， 神谷高浩， 唐木田

亮， 木村晃敏， 工藤雅紀， 熊谷章， 倉田澄人， 栗

栖大輔， 小林広明， 近藤愛， 坂口翔政， 定明子，

清水優祐， 鈴木譲， 須藤慶大， 鷲見拓哉， 髙橋卓，
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高橋将宜， 髙橋康志， 髙畠哲也， 竹井大輔， 田辺

竜ノ 介， 玉江大将， 土田潤， 長瀬真利雄， 中村知

繁， 縄田雅秀， 西脇毅， 野川和幸， 萩原克幸， パ

ト リ ッ ク  ホイ ， 濱元淳子， 檜垣宣貴， 藤本一郎，

前田良太朗， マク リ ン謙一郎， 箕輪大介， 宮﨑誠

也， 椋木伸吾， 森田祐介， 山崎大輔， 山田英夏，

吉田光正， 劉言， ルー シャ オレ イ （ 敬称略）

退会承認

安達毅， 石橋雄一， 市野省三， 色川卓朗， 王在

喆， 太田拓男， 大竹杏奈， 金子周平， 栗下和義，

栗原伸一， 栗山規矩， 米田有香子， 佐藤健一， 塩

津巌， 新熊邦男， 高見澤秀幸， 中津貴文， 中村剛，

福田靖一， 二ツ矢昌夫， 古谷美佳， 湊裕章， 山下

俊恵， 山元周行， 横田彰， 渡邉エド モンド ブラ ウ

ン禎子 （ 敬称略）

現在の会員数（ 2015年７ 月18日）

名誉会員 17名

正会員 1,422名

学生会員 58名

総計 1,497名

賛助会員 18法人

団体会員 7団体

19． 投稿のお願い

統計学の発展に資する も の， 会員に有益である

と 考えら れる も のなどについて原稿をお送り く だ

さ い． 以下のよ う な情報も 歓迎いたし ま す．

• 来日統計学者の紹介

訪問者の略歴， 滞在期間， 滞在先， 世話人など

をお知ら せく ださ い．

• 博士論文・ 修士論文の紹介

（ 1） 氏名（ 2） 学位の名称（ 3） 取得大学（ 4）

論文題名（ 5） 主査ま たは指導教員（ 6） 取得年

月をお知ら せく ださ い．

• 求人案内（ 教員公募など）

• 研究集会案内

• 新刊紹介

著者名， 書名， 出版社， 税込価格， 出版年月を

お知ら せく ださ い． 紹介文を 付ける 場合は100 

字程度ま でと し ， 主観的な表現は避けてく ださ

い．

• 会員活動紹介（ 叙勲・ 受章， 各種受賞等）

原稿はでき る だけ e-mail によ る 投稿， も し く は，

文書ファ イ ル（ テキス ト 形式） の送付をお願い致

し ま す．

原稿送付先：

〒700-0005 岡山県岡山市北区理大町1-1

岡山理科大学 総合情報学部 社会情報学科

森 裕一 宛

E-mail： koho@jss.gr.jp

（ 統計学会広報連絡用 e-mail アド レ ス ）
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• 統計学会ホームページ URL：

http://www.jss.gr.jp/

• 統計関連学会ホームページ URL：

http://www.jfssa.jp/

• 統計検定ホームページ URL：

http://www.toukei-kentei.jp/

• 住所変更連絡用 e-mail アド レ ス ：

meibo@jss.gr.jp

• 広報連絡用 e-mail アド レ ス ：

koho@jss.gr.jp

• その他連絡用 e-mail アド レ ス ：

shom@jss.gr.jp


